


社
法
な
ど
複
数
の
法
律
に
ま
た
が
っ
て
置
か
れ
て
い
た
会
社
法
制
を
体

系
的
か
つ
抜
本
的
に
見
南
し
、

ま
た
、

現
代
的
な
言
葉
づ
か
い
に
改
め

る
こ
と
等
に
よ
り
、

国
民
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い
法
律

■
Ｊ

え
っ
、

有
限
会
社
が
な
く
な
る
つ

会
社
法
の
施
行
に
伴

い
、

有
限
会
社

制
度
は
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
見
直
し
は
、

中
小
企
業
の
実
態

等
を
踏
ま
え
、

会
社
法
制
を
利
用
者
に

と

っ
て
よ
り
使
い
や
す
い
も
の
と
す
る

た
め
、

株
主
総
会
と
取
締
役
し
か
存
在

し
な
い
簡
索
な
形
桂
の
株
式
会
社
を
認

め
る
こ
と
に
し
た
結
果
、

現
行
の
有
限

会
社
を
株
式
会
社
に
統
合
す
る
こ
と
が

可
能
と
な

っ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で

〔
』

現
在
の
有
限
会
社
は
ど
う
な
る
？

現
在
の
有
限
会
社
は
、

会
社
法
の
施
行

に
よ
り
　
会
社
法
上
の
株
式
会
社
と
し

て
存
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、

経
営
者
等

の
負
担
に
配
慮

し
、

そ
の
際
、

原
則
と
し
て
、

特
別
な

手
続
や
登
記

の
必
要
は
生

じ
ま
せ
ん

し
、

引
き
続
き
、

「有
限
会
社
」
の
商

号
を
使
用
す
る
こ
と
等
　
現
在

の
有
限

会
社
に
適
用
さ
れ
て
い
る
ル
ー
ル
が
維

持
さ
れ
ま
す
。

う
じ

１
円
で
も
株
式
会
社
が
作
れ

る
の
？

現
行
の
会
社
法
制
に
お
い

て
は
、

例
え
ば
株
式
会
社
を

設
立
す
る
に
は
最
低
限
１
０

０
０
万
円
の
出
資
が
必
要
と

さ

れ

て

い
ま

し
た
。
し
か

し
　
昨
今
の
経
済
状
況
に
照

ら
し
、

起
業

（新
た
に
会
社

を
設
立
し
、

事
業
を
始
め
る

こ
と
）
の
促
進
を
図
る
等
の

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

株

式
会
社
の
設
立
の
際
に
出
資

す
べ
き
額
に
関
す
る
規
制
を

撤
廃
し
て
い
ま
す
。

し
た
が

っ
て
、

会
社
法
の

下
で
は
、

出
資
額
が
１
円
で

あ

っ
て
も
　
株
式
会
社
を
設

立
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
す

（た
だ
し
　
株

式
会
社
の
設
立
登
記
に
際
し

て
の
登
録
免
許
税
等
の
費
用

は

別

途

必

要

で
す
）
。

Ａ
　
　
　
　
　
】

会
社
経
営
の
機
動
性
と
柔
軟
性
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
そ
の
他
の
主
な
改
正
点

会
社
法
に
お
い
て
は
、

今
ま
で
述
べ
て
き

た
こ
と
の
ほ
か
、

会
社
が
そ
の
組
織
を
再
編

成
す
る
際
の
規
制
、

株
式
発
行
等
の
資
金
調

達
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
そ
れ
ぞ
れ
見
直
し
、

ま
た
、

株
主
に
対
す
る
利
益
の
分
配
方
法
等

に
関
す
る
ル
ー
ル
を
合
理
化
し
　
さ
ら
に

取
締
役
等
が
積
極
果
敢
な
経
営
を
行
う
こ
と

の
障
害
に
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

取
締
役

等

の
責
任
に
関
す
る
ル
ー
ル
の
合
理
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
見
直
し
に
よ
り
、

会
社
を
経

営
す
る
者
が
よ
り
効
率
的
に
会
社
を
経
営
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

呂
，

企
業
不
祥
事
が
続
い
て
い
る
け
ど
、

大
丈
夫
？

会
社
法
で
は
　
会
社
経
営
の
機
動
性
と
柔

軟
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
改
正
を
行
い
、

経
営

の
自
由
度
を
高
め
て
い
ま
す
が
、

い
い

加
減
な
会
社
経
営
を
許
す
こ
と
と
な
れ
ば
、

株
主
や
会
社
と
取
引
を
す
る
者
等
、

会
社
を

取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
に
不
測
の
損
害

を
与
え
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、

会
社
法
で
は
　
株
主
代
表
訴
訟

制
度

（株
主
が
取
締
役
の
責
任
を
追
及
す
る

制
度
）
の
合
理
化
を
図

っ
て
い
る
ほ
か
、

内

部
統
制
シ
ス
テ
ム

（取
締
役
の
職
務
執
行
が

法
令
　
定
款
に
適
合
す
る
こ
と
等
、

会
社

の

業
務

の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
）
の

構
築
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
設
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、

公
認
会
計
士
や
税
理
士
が
取
締
役

等
と
共
同
し
て
、

株
式
会
社

の
財
務
内
容
等

を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
作
成
す
る
会
計
参

与
制
度
を
創
設
し
て
い
る
ほ
か
、

す
べ
て
の

会
社
で
、

公
認
会
計
上
で
あ
る
会
計
監
査
人

を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

通
常
国
会
で
、

会
社
法
が
成
立
し
ま
し
た
。

会
社
法
は
、

最
近

の
社
会

経
済
情
勢

の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、

い
ま
ま
で
の
、

高
法

・
有
限
会

こ
の
よ
う
な
見
直
し
に
よ
り
　
会
社

経
営
者
が
会
社
を
き
ち
ん
と
経
営
し

株
主
や
会
社
の
債
権
者
等
が
　
会
社
の

正
確
な
財
務
状
況
等
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

（法
務
省
だ
よ
り
、

「あ
か
れ
ん
が
」
参
照
）

2005年4月20日

会社法実について、衆議院

法務委員会 財 政金融委員

会の連合審査に臨む

(衆議院 第 1委 員室にて)



く100年ぶりの改正で、再担防止へ第一歩〉

,  ~

2005年 3月24日 閣束医療少年院で

生徒たちの作品を !

監獄法改正 〈刑事お段及び受刑者の処遇等に関する法4t)

明治 41年 の制定施行後

●被収害者の権利強務関係 ほ Rの や限が不明確

◆受刑者処との原則やその内容 方 法が不十分

●大量の樹令通達などで法48の不十分さを結完

●カタ方ナ表配のX盾 体

行取改革会議の提言

(平成 15年12月)
～国民に理解 され

支えられ る刑務所へ～

●受刑者の権利義務 残 員の権線の明確化

●受刑者の生活水準の保障

求額 食 事な どの絡賞与による生活の保障 自 チ物品使用の範囲 雲 ‖ を明確1ヒ

適切な保建術生上 医 奈上の措置

↓行刑運営の透明性の確保

刑事砥獲に民問人か らなる運営協議会 (仮称 )を 設置 (視旨 紙 収 g者 との面接の権限を明記)

規律法序め催17めたかの結置 ● 体に査 戒 真の在用 臨 熊 保 臣壼収奪)の 要件の明確イし

な罰の要件のり確セと科何手続の整備 (再前告知 チ 解の機会の付与など)

●受刑者の社会在帰に向けた処遇の充実 現行法では

作業中心
埼I拠 遇 として 作 業のはか 改 善指導 敦 ■報青を規定

拠連の値別化 拠 遍要額に基づく11画的担温 専 門的知養の活用

建返措直の導入

外部通勤「業 外 出 外 泊の制F_の導入

◆外部交通の保障 拡 充

不服申立制度の喜tt

面= 信 この発受を一定め範囲て保障 (制口要件を911確セ〕

電嘉による通1=を,奮

刑=価 談の長による
一

定の裕置について 暮 との申おの和1度を創観

聴質による基行などについて 事 実の申告の舗度を創観

〔南野法務大臣あい さつ〕抜枠

我が国の犯罪情勢が依然として厳 しい中、昨

年末以降 元 受抑1者や仮出獄中の者による重大

事件が相次いで発生 し、更に5月 に、執行猶予

中の保護観祭対象者による女性監禁事件が発売

し 保 護観察の実効性、なかんずく再犯防止機

能に向けられる国民の日は、厳しい。

この状況を階まえ、更生保護制度の全般にわ

たつて検討 し、国民の期待に応える市1度のあり

方を明らかにし、これを早期に実現することが

必要であると考え、この 1更生保護のあり方を

考える有識者会議Jを 立ち上げた。

法務省としては、本年 12月 を目途に中間報

告をいただいた上 来 年 5月 までに、最終的な

御梶言をいただきたい.早 期に実施できる事柄

は最終的な和l提言をまたずに速やかに実行し、

そのほかのものについても 岩 実になし遂げて

ゆきたい。

田=医 療少年院残長より、神戸児士

殺臨事件の少年の治憲経過の出明を,

2005年 月ヽ13日 行政改革鶴臓の発韓となつた名古ほ冊務所で、過瑠収害の現場を!

2005年 4月6日 千奏刑務所で、収害者と同じ昼食を1



人身取,1を撲滅する為、刑法・入管法を改正しました!
刑法等の一部を改正する法律について

を侵言すと

0長 期間にわたる監体

0軍 質な幼i韻 '

0国'を越えた略駁 ほ拐

不,去な人の移動 (人身取引 替 人国)わ輔 題“ヒ

人'取 ヨ藤定書

「大,取 IJ  O■ 完イし 人 ,取 1薇 ぞ者の保蔭 大 ,慰 ,

の航工消置を規定

密 入 国 議 定 誉

密人日り l■上措置 (いと支,ゆ 不正提供 大 ■常り把罰与)

を規定

↓

刑法の改正

0人 身売賢罪の新設

の 「生命 身 体加言目的」による略取行お与

のう0罪イヒ

0霞 略取者事の輸送 ,遠 じ 蔵 匿行おの犯

罪イヒ

④ 国境を蔭える路取行為事の処詢括大

0逮 捕 盛 茶   を 役5年-7年

(相幾的な速捕 監本  は 費7年―ⅢO年 )

aネ 磁年者略取 誘 ,  ど 杖5年-7年

法定刑 の上限の引上 げ

入管法の改正

人身取,さ れた者について一
部の上瞳

拒否革白及び違去強制事芭から除外

④ 大今取=さ れたことをと留席別lt可

手由に追加

① 大今取号を行つた者奪を上虐拒否車白A

び退去蔭制手芭に追加

の 不表大国尊の実行を暮易にする目的てlr

う旅券等の不I受 貫付尊に関する罰則

規定を新取

0超 ■奈者の旅努等の確惚寝残及J確 2を

しなかった場合の通相に関する規定を

転機

④ 外国人口笛連当局に対する情報窪供規定

を新絞

人身取引 密 入国の防止

組織的犯罪処罰法の改正

O

の

担律的な遠縮 菫 茶予の法定刑の上限を修役 ,0年 にヨ上r

上配て新激する予年を 担 予収室字の前握■,イこ遺加

・ト

本

丁

法務者=は  「摯判R欄 酌

大臣、松属快事鶴長と

に関する時環会で

(滝口会館)
じ加者と記念縄影

(宮日の右lMがツユーブリス大臣)

騨会前1大E・ シユミーゲロー駐日
ドイツ大使 (左日)と

簡野大臣主催の歓迎昼食会で

シンポジウムで、挨拶



第三次小泉内閣で、法務副大臣に就任

2005年 9月22日 第 二次小泉内閣
で、法務副大臣に就任。皇居での

認証式を終えて、官邸で小泉齢理

と記念撮影。
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白
二
十
人
ビ
か
い

な
い
　
，
要
な
Ｌ
こ
ろ
は

声
向

的

に
■

「
，

と

い

く
　
チ
れ

が
Ｈ
民
の
■
イ

ヘ
の
不
“
々
軒
＝
す
る

！

手
の
近
コ
■

保
護
観
察
制
度
見
直
し
／
有
識
者
△〓
議
で
議
論



日
円

計
Ｗ

え
て

品
Ｔ

＞

四
欄
ニユ

漸
前

聡
打
常日

団
馴

御
郵の白

Ｚ
山
凹

子帥
醐 校銚

刊
点
片

ス
ク
ー
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
授
業
参
観
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
懇
談
も

銚
子
市
出
身
の
代
議
士
で
法
務
大

臣
政
務
官
を
務
め
る
富
田
茂
之
氏
な

ど
文
部
科
学
省
、

千
葉
県
教
育
委
員

会
な
ど
十
人
が
来
銚
。

文
科
　
が
行
う

「
ス
ク
ー
ル
ミ
ー

テ
イ
ン
グ
」
が
六
日
、

銚
子
市
の
興

野
小
学
校

（安
藤
博
正
校
長
）
と
第

四
中
学
校

（田
中
啓
康
校
長
）
で
行

わ
れ
、

大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
。

理
科
の
授
業
に
飛
入
り
む
加

こ
の
ス
ク
ー
ル
ミ
ー
テ
イ
ン
グ

と
は
、

教
育
現
場
に
お
け
る
実
際

の
取
り
組
み
を
大
臣
、

副
大
臣
、

政
務
官
、

文
科
省
職
員
が
自
ら
の

目
で
見
て
、

保
護
者
や
教
職
員
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
直
接
意
見
を
聞

き
、

教
育
改
革
の
推
進
に
生
か
し

て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
、

学
校

選
定
は
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
依

頼
す
る

一
方
、

応
募
が
あ
っ
た
学

校
は
優
先
的
に
訪
問
す
る
も
の

で
、

全
国
三
百
校
を
回
る
。

基
本
的
に
は
保
護
者
　
教
職
員

等
と
の
対
話
を
ベ
ー
ス
に
、

保
護

者
か
ら
の
意
見
を
聞
く
機
会
を
設

け
る
ほ
か
　
授
業
参
観
や
給
食
試

食
等
を
活
用
し
児
童
生
徒
と
懇
談

ヽ
目
的
の
　
つ
。

椎
名
教
頭
と
は
同
級
生

訪
れ
た

一
行
は
ま
ず
、

安
藤
校
長
か
ら

若
官
小
学
校
と
合
併
し
て
双
葉
小
学
校
に

な
る
こ
と
や
、

学
校
の
経
営
方
針
な
ど
を

聞
い
た
あ
と
歓
談
。

椎
名
泰
孝
教
頭
と
富

口
代
議
士
は
四
中
時
代
の
同
級
生
だ
そ
う

で
話
も
は
ず
ん
だ
。

授
業
参
観
で
は
各
教
室
を
巡
回
。

六
年

一
組
で
は
越
川
光
雄
教
諭
が
理
科

（理
科

室
）
の
授
業
。

で
ん
ぷ
ん
に
つ
い
て
先
生

が

「ま
ず
味
を
確
か
め
て
み
よ
う
」
と
い

う
と
、

営
田
氏
も
子
ど
も
と

一
緒
に
な

っ

て
シ
ャ
ー
レ
に
入
っ
た
で
ん
ポ
ん
の
味
を

確
認
。
ヨ
ウ
素
液
を
使

っ
て
養
分
を
調
べ

た
り
、

顕
微
鏡
で
の
で
い
て
み
た
。

興
野
小
５
年
生

・
６
年
生
と

一
緒
に
指
食
を

興郵小PTAの 皆様からの

要望を受ける

各
学
年
と
、

あ
す
な
ろ
、

す
ぎ
の
こ
、

言

語

（二
組
）
、

難
聴
の
ク
ラ
ス
の
授
業
風
景

を
見
て
回
っ
た
。

体
育
館
で
行
わ
れ
た
懇
談
会
で
は
学
校
評

議
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
、

教
職
員
ら
約
四
十
人

が
出
席
し
対
話
の
中
か
ら
意
見
が
交
わ
さ
れ

た
。

給
食
を
食
べ
な
が
ら
の
児
童
と
の
懇
談

会
で
は
、

子
ど
も
た
ち
の
テ
ー
ブ
ル
の
中
に

訪
問
者
が
入
る
と
い
う
具
合
で
、

和
気
あ
い

あ
い
と
話
し
て
い
た
。

午
後
か
ら
は
四
中
を
訪
問
し
た
。

四中で、生徒 ・食兄 ・地域
の皆様と意見交換
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一
橋
大
ケ

一
橋
空

聖

０

六
号
〓
．

束
洋

忠
思
研
究
会
の

た
ま
り
妨
上
江

っ
て
い
た
私
の
部
犀
で
、

■

し
か
っ
■
が
志
の
あ
る
た
人

た
ち
と
毎
日
誤
論
を
戦
わ
せ

行
け肝
ャ叫

身

剛町削確毎ゆ和懐　在払

高の賞択だだ
。　
の

京車謀わ一はい阪　・へ

犯
談
″酬
授

准朔帥市帥任加理　軒欲

殊鼻
磁
ド
」品

和御」悲抑一”【いい印

↓取け勲い勤「ネ十巾け中

市中れつ巾ホ一町たな様を 支
は
長
の
ほ
■
投
げ
打
ち
北

海
道
大
≡
公
Ａ
政
抗
大
ヤ
性

教
授
に
任
，
ｔ

二
こ
な
年
、　

一

小
相
由
科
大
学
の
】
切
栄
中
〓

講
座
な
ど
で
地
域
椛
済
の
統

一

義
を
し
て
い
た
の
で
遁
役
と

思
う
が
、

そ
の
決
断
に
は
鷲

か
さ
れ
た
。

　
月
末
に
紙
風

そ
師
に
安
然
現
れ
た

・

右
■
■
は
椰
互
わ
ら
！

之
　
ｆ
ひ
ょ
つ
ひ
ょ
う
と
・

代
　
れ
】
“
壮
一
仕
中
一
一

新
任
牧
投
と
し
て
の
一

口
　
鞄
“
昨
和
は
祇

の
こ

行
　
　
彼
は
　
私
が
河
法

試
取
に
合
格
し
た
時

や
、

山
々
官
成
■
の

ち
祝
い
な
と
に
、

都
合
を
つ

け
て
耽
け
つ
け
て
く
れ
た
。

一

今
に
は
私
が
お
祝
い
を
す
る

む
だ
。彼

の
牧
え
ｒ
た
ち
が
、

マ
法
府
や
行
政
府
で
現
実
に
一

「公
共
政
策
一
に
か
か
わ
る
一

時
代
が
文
る
よ
う
古
化
な
限

り
主
択
し
た
い
。

（と
み
た

こ
の
四
月
か
ら
は
、

四
田

　

し
げ
ゆ
ふ
！
共
此
鱗
虫
≡

日本格清新間 最機面・文化面の交避抄に、上記のように掲露されました。

元原稿は、下記のようなものであつたのですが、友人を一人にしぼるよう額策者からお揺があり、魯

き直しました。私としては、没原稿に愛ながあるのですが、雪機の御感館をお寄せ頂ければ幸いで

一橋大学工円前で
一活大学在学中、友人違と

交
遊
抄
　
富
田
茂
之

一
橋
大
学
　
一
橋
資
南
三

〇
六
号
室
，

三
二
年
前
　
貧

し
い
け
ど
　
志
の
あ
る
友
が

毎

日
議

論

を

戦

わ

せ

て

い
た
。

ア
テ
ネ
フ
ラ
ン
セ
に
通
い

仏
留
字
を
夢
み
て
い
た
武
山

光
二
君
は
、

希
望
を
か
な
え

大
手
銀
行
の
パ
リ
支
店
を
立

ち
上
げ
た
。

い
つ
も
笑
顔
の

塩
入
洋
君
も
、

信
託
銀
行
か

ら
Ｒ
Ｃ
Ｃ
に
抜
程
さ
れ
た
。

何
で
も
話
せ
た
二
人
と
は
、

今
　
山
明
境
を
異
に
す
る
ｔ

石
井
青
春
若
は
高
校
か
ら

の
同
級
生
、

北
海
道
東
北
開

発
公
産
を
経
て
政
策
投
資
銀

行

へ
。

国
会
担
当
と
な
り

再
会
し
た
時
に
は
互
い
に
驚

く
と
共
に
　
新
た
な
縁
を
放

多
く
結
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

「
井
者
は
、　

こ
の
四
月
か

ら
　
四
国
支
店
長
の
職
を
投

げ
打
っ
て
　
北
海
道
大
学
公

共
政
策
大
学
院
の
教
授
に
伝

進
し
た
．

数
年
前
か
ら
小
樽
商
科
大

学
の
夏
期
隼
中
話
Ｌ
等
で
学

生
に
地
域
経
済
の
議
義
を
担

当
し
て
い
た
の
で
適
役
と
思

う
が
　
そ
の
決
断
に
は
驚
か

さ
れ
た
。

彼
は
私
が
司
法
試

験
に
合
格
し
た
時
や
、

政
務

官
就
任
の
祝
賀
会
等
に
　
都

合
を
つ
け
て
駆
け
つ
け
て
く

れ
た
。

今
度
は
私
が
お
祝
い

す
る
番
だ
ｔ

矢
口
敏
和
者
は
　
都
市
銀

行
を
経
て
、
ビ
ル
メ
ン
の
椎
、

ビ
ル
代
行
の
社
長
と
し
て

グ
ル
ー
ブ
社
員
七
千
人
を
率

い
る
．

会
え
ば

一公
明
党
は

与
党
と
し
て
存
在
感
が
な
い
」

と
辛
日
の
評
論
を
展
開
す
る

が
　
金
融
界
の
春
日
井
基
文

黒
口
忠
両
者
　
建
設
業
界

の
杉
尾
裕
嗣
君
　
法
曹
界
の

‐‐十
下
司
君
を
交
え
た
飲
み
会

は
、

二
０
年
前

ヘ
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
て
楽
し
い
。

（と

み
た
　
し
，
ゆ
き
＝
法
諸
大

臣
政
諸
官
　
衆
議
院
議
員
）よ

私にも

こんなスマー トな時代

があったんです !

にて、2005年11月‖0
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の選挙戦最終日 ・最終遊説、最後
―

自由民主党 山 中あき子候補の第一声で応援演説
L 、                  ―         「‐

ご 挨 拶
8月 8日 の突然の衆議院解散、真夏の選挙戦にもかかわらす、本当に多勢の皆様の真bに 支/tられて

4度 国の当選を果たすことができました。bよ り感謝申しあげます。

9月 22日 に第二次小宗内間で、法務富」大臣に就任 し、南野大臣を補佐 して、特局J国会を無事終える

ことができました。法務省で過ごした 1年 lヶ 月は、私にとって大変勉強になつた日疫でありま した。

この経験を活か し、精進努力 して、更に飛躍 してましヽる決意です。

今後共、御指導 御 支援を宜 しくお願いいた します。
     2005年 12月

衆議院議員 富田 茂 之

富田しげゆき
経  歴 ●昭和 28年 生まれ ● 千葉県銚子市出身

●―橋大学法学部卒 ● 弁護士 (なのはな法律事務所所長)

0衆 議院議員 (4期 )

0衆 議院青少年問題に関する特別委員会委員長

法務副大臣 法 務大臣政務官等歴任

●絵画鑑賞 読 書 水 泳 サ ッカー フ ッ トサル

●妻、一女、二男の 5人 家族

●〒1003932 東京都千代回区永口町212衆 議院第2言義員会館302号室
目]昂旨03-3503-7052  FAX03-3508-3952

地元事務所 ● 〒2600013 千葉県千葉市中央区中央41313な のはなビル4階

目]言舌043-202-3070  FAX043-202-8072
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